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ぬ ま づ 議 会 だ よ り

六
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　
第
五
回(
六
月)

定
例
会
は
、
六
月
五
日
に
招
集
さ
れ
、
六
月
二
十
六
日
ま
で

の
二
十
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
議
案
等
二
十
七
件
と
議
員
提
出

議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
の
広
域
化
に
対
す
る
認
識
は

�

伊
藤　

正
彦

問　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
、
①
八

市
八
町
で
組
織
す
る
駿
東
伊
豆
地
区
消

防
救
急
広
域
化
研
究
協
議
会
か
ら
、
三

島
市
、
裾
野
市
、
長
泉
町
の
二
市
一
町

が
離
脱
し
た
理
由
と
、
そ
の
こ
と
に
対

す
る
本
市
の
認
識
は
。
②
二
市
一
町
の

離
脱
に
よ
る
影
響
は
。

答　

①
八
市
八
町
の
枠
組
み
で
の
広
域

化
で
は
、
三
島
市
、
裾
野
市
、
長
泉
町

と
し
て
は
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
せ
な
い
と

の
こ
と
か
ら
各
市
町
の
判
断
で
離
脱
し

一
般
質
問

た
も
の
で
あ
る
。
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

三
島
市
、
裾
野
市
、
長
泉
町
、
清
水
町

か
ら
本
市
を
含
め
三
市
二
町
で
広
域
化

を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
打
診
も
あ
っ

た
が
、
本
市
と
し
て
は
、
伊
豆
を
含
め

た
地
域
全
体
の
消
防
力
・
救
急
力
を
見

直
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
、
八
市
八
町

の
枠
組
み
で
の
広
域
化
を
目
指
す
べ
き

と
判
断
し
、
協
議
を
し
た
が
、
理
解
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念

で
あ
る
。
②
消
防
の
広
域
化
は
、
組
織

が
大
き
い
ほ
ど
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
進
め

て
い
る
駿
東
伊
豆
地
区
と
の
五
市
七
町

の
広
域
化
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
財
政
上
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
市
一
町

の
離
脱
に
よ
る
応
援
体
制
へ
の
影
響
に

つ
い
て
も
、
消
防
の
相
互
応
援
体
制
は

引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
災

害
等
の
対
応
に
影
響
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

愛
鷹
Ｐ
Ａ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

�

安
全
対
策
を�
�

江
本　

浩
二

問　

愛
鷹
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に

伴
い
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
交
通
量
が
増

加
す
る
こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
安
全
の

確
保
等
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
①
ア
ク
セ

ス
道
路
に
お
け
る
安
全
対
策
は
。
②
周

辺
生
活
道
路
へ
の
流
入
車
両
対
策
は
。

答　

①
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
実
施
す
る
測
量
調
査
や

設
計
を
踏
ま
え
、
住
宅
地
に
お
い
て
は
、

縁
石
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設
置
し
、

歩
車
道
を
分
離
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
流
入
車
両
対
策
と
し
て
は
、
交
差
部

に
お
け
る
看
板
の
設
置
や
、
大
型
車
両

の
進
入
を
防
ぐ
車
線
分
離
標
な
ど
の
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

沼
津
高
架
Ｐ
Ｉ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

�

対
す
る
認
識
は�

�

山
崎　

勝
子

問　

沼
津
高
架
Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
県
が
行
う
Ｐ
Ｉ
実
施
計
画
は
、

鉄
道
高
架
化
を
し
な
い
場
合
も
想
定
し

た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

本
計
画
に
対
し
、
市
は
、
鉄
道
高
架
を

前
提
と
し
た
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
い

う
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
県
と
市
の
考

え
方
の
違
い
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

県
が
平
成
二
十
三
年
六
月
に
公
表

し
た
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
推
進

方
針
で
は
、
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事

業
は
、
鉄
道
貨
物
駅
の
移
転
を
含
め
着

実
に
推
進
し
て
い
く
と
示
さ
れ
て
お
り
、

市
の
こ
れ
ま
で
の
方
針
と
一
致
し
て
い

る
。
現
在
、
県
は
こ
の
推
進
方
針
に
基

づ
い
て
Ｐ
Ｉ
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

▲スマートインターチェンジの設置が予定
　されている愛鷹パーキングエリア　　　　


